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時間的可能性の分析
中 山 康 雄
1.は じ め に
McTaggartは、彼 の時 間論 を展開す るにあた り、A系 列 とB系 列 とい う区別 を導
入 した。 このA系 列 とB系 列 の どち らも、いっ か必 ず現 実化 され る出来事 だ けを
構成 要素 と して い る。 これ に対 し、本 稿 で は、現 実化 され ない 出来 事 を認 め{時 の
経過 とと もに不可能 な 出来事 が増加す る時 間モデル につ いて考 察す る1)。
2.時 間 的 可 能 性 の 理 論2)
時 間発展 す る世界 の中 に位 置 して い る主 体 には、時 間的 現象 は どの よ うに現れ て
くるだ ろ うか?こ の よ うな主 体が 、時 の経過 と ともに、かつ て時 間的 に可能 で あ
った 出来事 が次 々 と現 実 化 され るか も しくは不 可能 に なって い く と感 じるこ とは 、
自然 に思われ る。例 えば、FIFAワー ル ドカ ップ にお け るAチ ー ム とBチ ー ムの対
戦 で、試 合が終 わ るまで はAチ ー ム の勝 利 もBチ ー ム の勝利 も可能 な出 来事 だが 、
Bチ ー ムが勝利 す る と ともにAチ ー ムの勝利 は不 可能 に な る。時 間的 に可 能だ った
ものが 不可能 に なる とい うタイ プの変化 を認 め る この よ うな時 間把握 を、本稿 は次
の3テ ーゼ によ り表現 す る:
1.過 去に起 こって しま った こ とは変 え よ うがない。
2.あ る種の 出来事 はいつ か生起 し、 あ る種 の出来事 は いつか 実現 不可能 に
なる。
3.何 が未 来 に生起 し うるかは わかっ て も、それ が実 際 に生 起す るか ど うか
は、多 くの場合 、そ の時点 ではわ か らな い。
第 一 のテーゼ は過去 の 不変性 を表 現 し、第 二のテー ゼ は時間 経過 とともに不 可能
に な る出来 事の 存在 を主 張 し、第 三 のテー ゼ は未 来 の方 向に位 置す る時間 的 に可 能
な出来 事の存在 を表 して い る。
、この時間 的 可能性(chronologicalpossibility)の考 えを明確 化 す るた めに 、本稿 で
私 は、公理 系 の提 案 とい う方 法 を とる。この とき、出来事 と時 点 とい う二種 類の 対
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象 領 域 を認 め 、 ε,ε1,ε2,..,を出 来 事 の 変 項 と して 、 そ して 、',∫1,ら,...を時 点 の 変
項 と して 用 い る こ と に す る。 そ し て 、 こ の 節 に お い て 核 と な る の は 、 次 の 公 理 系
CPで あ る。
[1】時 間 的 可 能 性 の 公 理 系axiomsstemforchronoloicalossibilit公理 系CP)
Ax*1.[時点 が線 形 構 造 を なす こ と を表 す 公 理 系1時 点 間 の 関係 く に 関 して 、反
反 射 律 、 推 移 律 、 比 較 律 が 成 り立 っ 。
Ax*2。[「現 在(1》ow)」の 特 徴 づ け]ど の 出 来 事 もそ れ が 現 在 と な るな ら、そ れ は
唯 一 の 時 点 で 現 在 と な る3)〔∀ ε∀'1∀'2((蜘w囲(ε)〈1Vbw[∫2](ε))⊃'1=∫2)〕。
Def*1.[「過 去(Pα ∫')」の 定 義]あ る 出 来 事 が あ る 時 点 で過 去 で あ る とは 、 そ れ
よ り前 の 時 点 で そ の 出 来 事 が 現 在 で あ っ た と い う こ と で あ る 〔∀ε∀h
(P〃5'囲(6)≡ヨ'2.(物叫'2】(θ)〈'2〈'、))〕。
Def*2.[「現 実 化 され た 出 来 事(adualizedeventJE)」の 定 義1現 実 化 され た 出 来
事 は 、過 去 の 出 来 事 か 現 在 の 出 来 事 か の ど ち らか で あ る 〔∀8∀ ∫(～望E国(ε)≡
(Pα∫咽(ε)>1>∂w国(ε)))〕。
Ax*3。[「 時 間 的 不 可 能 性(chronologicallyimpossible,C∫P)」の 特 徴 づ け1]
現 実 化 され た 出 来 事 は 、 時 間 的 に 不 可 能 で は な い 〔∀ ε∀ ∫(オE国(ε)⊃
～CIlD国(ε))〕。
Ax*4。[「時 問 的 不 可 能 性(CllP)」の特 徴 づ け2】 時 間 的 に 不 可 能 な 出 来:事は 、 時
が 経 過 して も 不 可 能 な ま ま に と どま る 〔∀ ε∀'1∀'2((CIP['1](ε)〈'1<∫2)⊃
αPレ2](ε))〕。
Ax*5.[「時 間 的 不 可 能 性(CIP)」 の 特 徴 づ け3]出 来 事 は い っ か 現 実 化 され る か
い つ か(時 間 的 に)不 可 能 に な る か で あ る 〔∀ε(ヨME国(ε)Vヨ κ1P[司(の)〕。
Def*3.[「時 間 的 可 能 性(chronologicallypossible,CP)」の 定 義]あ る 出 来 事 が あ
る時 点 で 時 問 的 に 可 能 だ とい う こ とは 、 そ の 出 来 事 が そ の 時 点 で 現 実 化 さ
れ て い な い と と も に 時 間 的 に 不 可 能 で も な い と い う こ と で あ る 〔∀ε∀∫
(CP[4(ε)ヨ(～14E[4(ε)〈～CIP['】(ε)))〕。
この時 間的可能性 の公 理系CPの 無矛盾 性 は、モデル の構 成 に よ り証明 で きる4)。
定理1公 理 系CPは 無矛 盾 で ある。
ここでは、CPの 有 限モデル の一つを理解 しやす い形で提
示 してお く(図1)。 図1が 描 く状況では、まず時点1に お
いて、出来事 αが生起 し、出来事 わとcが 不可能 になる。次
に時点2に おいて、4と εが生起 し∫が不可能 になる。そ し
?
図1CPの モデルの例
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て時点3に おいて、乃が生起 しgが 不可能 にな る。最後 に時点4に おいて、ノが生起 し'
とゐが不可能になる。ただ し図1で は、現実化 された出来事が 団とい うよ うに囲みをつ
けて表 されてい る。
表1図1の モデルにおける二項述語の解釈
時点 1 2 3 4、
NOW α 4,ε 乃 ノ
Pα∫∫ α α,4,8 ・,4,帥 「
.4E α α,4,ε α,4,θ,乃 . α,4,ε,乃,ノ
C窟 わ,c う,c,ノ δ,c,ガ9 わ,c,ガ9,',κ
CP 4・・ガ8・婦 μ .&,幅 μ .∫,ノ,た
また 、現 実化 され る出来 事 と(時間'的に)可能 な出来 事 の時 間発展 に 注 目す ると、
図1の モデル は、表1・の下部 だ けを取 り出 して 、表2の よ うに も描 写 で きる。表2
に よれ ば、時 の経過 とと もに、可能 な出来 事の うちい くつ か は現 実化 され 、い ぐっ
か は(不 可能 となっ た出来事 と して)時 間 的 に可 能 な出来 事 リス トの 中か ら削除 さ
れ てい く5)。
表2図1の モデルにおける時間発展の描写
時点 ω 1 2 3 4
現実化された出来事(、4E) α α,4,θ α,4,¢h α,4,¢ 乃,ノ
時間的に不可能な出来事(αP) わ,c・ わ,ら ∫ わ,c,ガ8 わ,c,ガ8,嫉
時間的に可能な出来事(CP) 4蛎8,鬼 弗 た &履,ノ,κ 帰 丸
3.生 起 の 時 間論
時 間 的 可 能 性 の 公 理 系 よ りも 見 通 しの よ い 公 理 系 が あ る 。そ れ が 、生 起 の公 理 系
(axiomsystemfor.beρoming)であ る。 本 稿 で1ま、 これ を 「生 起 の 時 間 論(theoryof
becoming,TB)」と呼 ぼ う。生 起 の 時 間 論 は 、「生 起(加co〃加g)」とr生 起 不 能(becoming
impossible,別P)」を 原 初 的 二 項 述 語 と して 持 つ公 理 系 で あ る。
[3】生 起 の公 理 系(axiomsstemforbecomin公理 系TB)
舷 ・・[嚇 が線形離 をなす こζを表す鯉 系]・寺綱 の関係 ・ に関 して・反
反 射律 、推移 律、比 較律 が成 り立っ。
Ax2.[生起 と生 起不能 の特 徴づ け1}ど の 出来事 に も生起 す るか生 起不 能 にな る
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か が 決 定 す る 唯 一 の 時 点 が 存 在 す る 〔∀ εヨ31∫ψεco〃吻g国(ε)>BIP国(ε))〕。
Ax3.[生 起 と生 起 不 能 の 特 徴 づ け21ど の 出来 事 も生 起 す る と 同 時 に 生 起 不 能 に
な る こ とは な い 〔～ヨ6ヨ'(加co〃3加8回(ε)〈βZP団(6))〕。
Def1.【「現 在(Now)」 の 定 義}あ る 出 来 事 が あ る 時 点 で 現 在 で あ る とは 、 そ の 出
来 事 が そ の 時 点 で 生 起 す る と い う こ と で あ る 〔∀e∀'(1Vow国(ε)≡
うεco〃2∫η9['](ε))〕。
Def2.[「過 去(Pα ∫')」の 定 義]あ る 出 来 事 が あ る時 点 で 過 去 で あ る とは 、 そ れ よ
り前 の 時 点 で そ の 出 来 事 が 生 起 した と い う こ と で あ る 〔∀6∀'1(Pα∫'['、](ε)
… ヨ'2(∫2<∫1〈わec・栩加9[∫2】(e)))〕。
Def3.[「現 実 化 され た 出 来 事(/望E)」の 定 義]あ る出 来 事 が あ る 時 点 で 現 実 化 さ
れ て い る と は 、 そ れ 以 前 に そ の 出 来 事 が 生 起 して い る と い う こ と で あ る
〔∀8∀'1(!i珂∫1](θ)≡ヨ∫2(∫2≦∫1〈わ8C・伽9[∫2](ε)))〕。
Def4.【「時 間 的 不 可 能 性(αP)」 の 定 義1あ る 出 来 事 が あ る時 点 で(時 間 的 に)
不 可 能 で あ る と は 、そ れ 以 前 に そ の 出 来 事 が 生 起 不 能 に な っ て い る とい う こ
とで あ る 〔∀ ε∀ ∫1(CIP['1](ε)≡ヨ∫2('2≦'1〈BIP[∫21(ε)))〕。
Def5。[「時 間 的 可 能 性(CP)」 の 定 義]あ る 出 来 事 が あ る 時 点 で(時 間 的 に)可
能 だ と い うこ と は 、そ れ 以 前 に そ の 出 来 事 が 生 起 して い な い と と も に 生 起 不
能 に な っ て もい な い とい う こ とで あ る 〔∀ ε∀∫1(CP['1](8)≡～ヨ∫2('2≦∫1〈
(わεC・伽9固(の>Bπ'['2】(ε))))。
Def6・[「決 定 時 点('∫〃3ε)」の 定 義]あ る 出 来 事 の 決 定 時 点 とは 、 そ の 出来 事 が 生
起 か 生 起 不 能 か に な る時 点 で あ る 〔∀ε∀∫(∫=∫伽 ε(ε)≡(わεco厩ηg周(ε)〉
β1P国(e)))〕。
Def7.【「実 在(r8β～)」の 定 義]あ る 出 来 事 が 実 在 す る と は 、 そ の 出 来 事 が い つ か
生 起 す る とい うこ とで あ る 〔∀ ε(rεα1(ε)…≡ ヨ地 εco〃～'πg国(の)〕。
Def8.[「実 在 しな い(既7ε α1)」の 定 義 】 あ る出 来 事 が 実 在 し な い とは 、 そ の 出 来
事 が 実 在 す る こ とは な い とい う こ とで あ る 〔∀ε伽 ・eα1(ε)≡～reα1(ε))〕。
生 起 の公 理 系TBで 中核 となって い るのは、公 理Ax2とAx3で あ る。 この 二つ
の公 理 が表現 してい る のは、 「どんな 出来事 もぐ必 ず どこか の時点 で 、生起 と生 起
不能 のいず れ で あるか が決 定 され る」 とい うこ とであ る。そ して 、出 来事 につい て
の その よ うな決 定の 時点 は、 そ の出来事 の 「決定 時 点」 と呼 ばれ る(D6f6)。』あ る
時点 で 出来事 が生 起す る とは 、そ の出来 事が 実在(real)に属す る こ とがそ の時 点
で決 定す る こ とに等 しい(Def7)。つま り、生起 の 時間論 によれ ば、対 象領 域 は(時
間的 に)可 能 な 出来事 で構成 され てお り、そ の要素 で あ る出 来事 がそ の決 定時点 に
おい て実在 に属 す る もので あ るか ど うかが決 定 され る。そ して 、実在 しな い出来事
は、 いつか 生起不 能 にな る出来事 と解 す る ことがで きる。
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こ こで 、第2節 で用い た公理 系CPの モ デル の図 示で あ る図1を 利用 して 対応づ
ける と(図2)、 表3の よ うな 描写 が可能 に な る。 また 、 この よ うなモ デル が存在
す るので 、公 理系TBは 無矛盾 で ある(定 理2)。?
?
表3図2の モデルにおける生起と生起不能の時間的発展
時点 ω 1 2 3 4
生起 した 出来事(δεco履πg) α 4,ε 乃 ノ
生起不能になった出来事(BIP)わ,c ノ 9 ∫,丸
こ こで、公 理系TBに 関す る二っ の定理 を確認 してお こ う。
定理2
定理3
公理 系TBは 無矛 盾 であ る。
公 理 系CPは 公理 系TBか ら帰 結す る。
定理3に あ るよ うに公 理 系TBは 公 理 系CPと 少 な く とも同程 度 に根源 的 であ る。
ここで、以 下の議 論 が しやす い よ うに、公 理系TBに い くつか の用語 を定義 に よ
り導入す るこ とにす る。
[2]公理 系TB+
公 理 系TB+は 、 公 理 系TBに 次 の 諸 定 義 を加 え た も の で あ る。
Def9.[「時 点 相 対 的 よ り前(θα漉 εア*)」の 定 義]あ る 時 点 に お い て 出 来 事 ε1が出
来 事 ε2より前 だ とい うこ とは 、ε1が過 去 で あ り ε2が現 在 に な る よ うな そ れ
以 前 の 時 点 が 存 在 す る とい う こ とで あ る 〔∀ε1∀ε2∀∫1@〃∫ε7*[∫1】(81,ε2)≡
ヨ'、('2≦'、〈P・ ∫'['、](・1)〈物w['、】(・、)))〕.
Def10,[「よ り前(εα〃'8r)」の 定 義]出 来 事81が 出 来 事82よ り前 だ とい うこ とは 、
ε1が過 去 で あ り ε2が現 在 に な る よ うな 時 点 が 存 在 す る と い う.ことで あ る
〔∀ε1∀ε2(εαrlfε7(ε1,ε2),… ヨ'(P・'['](・1)〈N・W['](・・)))〕・
Def11.【「時 点 相 対 的 同 時(∫ ∫〃～κ1'伽'oκ5*)」の 定 義1あ る 時 点 に お い て 出 来 事 ε1
が 出 来 事 ε2と同 時 だ とい うこ とは 、ε1と82が と も に 現 在 に な る よ うな そ れ
以 前 の 時 点 が 存 在 す る と い う こ と で あ る .〔∀81∀e2∀'1
(吻 μ1珈ε0麗5*同(ε、,82)≡ヨ∫、('、≦ ∫、〈 伽[∫ 、](・、)〈「N・W團(・、)))〕。
Def12.[「同 時(5伽 励 伽 ∫oκ∫)」の 定 義]出 来 事 ε1が出 来 事82と 同 時 だ とい うこ
と は 、ε1と82が と も に現 在 に な る よ うな 時 点 が 存 在 す る とい うこ とで あ る
〔∀ε1∀ε2(∫鰍1'傭 ・μ∫(ε1,ε2)≡ヨ'(物W[∫](・1)〈N・W['](・2))))。
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Def13.1「B系列 の要 素(elementofB-series,β)」の 定 義1あ る 出来 事 がB系 列 に属
す る とは 、 そ の 出 来事 が 実在 す る とい うこ とで あ る 〔∀ε(β(ε)≡…rεα1(ε))〕。
Def14.[「未 来(F幽7ε)」 の 定 義]あ る 出 来 事 が あ る時 点 で 未 来 で あ る とは 、 そ
の 出 来 事 が 実 在 す る と と も に そ の 時 点 で 現 実 化 され て い な い とい う こ とで
あ る6)〔∀e∀'(F蜘7ε国(ε)≡(7εα1(ε)〈筋4珂4(ε)))〕。
Def151【「現 在 主 義 的 実 在(zεα1μ。、,",,。f)」の 定 義1あ る 出 来 事 が あ る 時 点 に お い
て 現 在 主 義 的 に 実 在 して い る とは 、 そ の 出 来 事 が そ の 時 点 で 生 起 して い る
とい うこ と で あ る 〔∀ε∀'(rεα1ρ,。,。雇、`[∫](ε)≡わεco履πg団(ε))〕。
Def16.[「ブ ワ ー ド流 の 実 在(rεα'β,。。4)」の 定 義Lあ る 出 来 事 が あ る 時 点 に お い、
て ブ ロ ー ド流 に 実 在 して い る と は 、 そ の 出 来 事 が そ の 時 点 で 現 在 化 され て
い る と い うこ とで あ る 〔∀θ∀ ∫(7εα'β,。。調(8)≡ オE国(ε))〕。
Def17.[「時 間 的 に 両 立 不 能(c加oη010g∫cψ戸 〃co〃3pα`め」ε,CIC)」の 定 義 】 出 来 事
ε1とε2が時 間 的 に 両 立 不 能 と は 、ε1の実 在 条 件 と ε2の非 実 在 条 件 が 同 じ で
あ る と と も に ε1の決 定 時 点 が ε2の 決 定 時 点 と 等 しい と い う こ と で あ る
〔∀ε、∀ ε2(αC(ε1,ε2)…((rεα1(、)三 πηrεα1(ε2))〈'伽ε(ε、)=伽θ(ε2)))〕.
4.生 起の時間論の諸定理
公理 系TB+か ら、時 間 と出来事 に関す る定 理 を導 き出す こ とが で きる。ここで は、
そ の代 表的 な もの を紹 介 してお こ う。
定理4公 理 系TB+は無矛 盾 であ る。
[3]公理 系TB+の 諸 定 理.
T1。 過 去 で 起 こ っ た 出 来 事 は 、 そ の 時 点 で 現 実 化 され て い る 〔∀ε∀∫(Pα∫咽(ε)⊃
.4E国(ε))〕。
T2.現 在 で 起 こ っ た 出 来 事 は 、そ の 時 点 で 現 実 化 され て い る 〔∀ε∀'(Now[4(ε)⊃
.4E[4(ε))〕。
T3.過 去 の 出 来 事 は 、時 が 経 過 し て も過 去 に と どま る 〔∀ ε∀'1∀∫2((Pα∫∫['1](ε)〈
∫、<∫2)⊃Pα5∫團(ε))〕。
T4.現 実 化 さ れ た 出 来 事 は 、「時 が 経 過 し て も 現 実 化 さ れ た ま ま に と ど ま る
〔∀ε∀ ∫1∀`2((凋司(8)〈∫、ぐ'、)⊃オ珂 ∫、](・))〕.
T5.出 来 事 ε1がε2より前 な の は 、ε1がε2より前 と な る時 点 が 存 在 す る と き、か つ 、
そ の と き に 限 る 〔∀ ε1∀ε2「(θα〃∫εr(召1,ε2)≡ヨ∫εαr1∫8'*国(ε1,ε2))〕。
T6.出 来 事8が 時 点'1に お い て1時 間 的 に)可 能 な ら ば 、8は'1時 よ り前 の 時 点
に お い て も(時 間 的 に)可 能 で あ る 〔∀8∀'1∀∫2((CP['1Xε)〈'2<'1)⊃
CP同(の)〕。
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T7.過 去 の 出 来 事 も現 在 の 出来 事 も(時 間 的 に)可 能 で は な い 〔∀ε∀∫(Pα∫'回(ε)⊃
～CP国(ε))〈∀ ε∀'(ハbw国(θ)⊃～CP[4(ε))〕。
T8.任 意 の 時 点 に お い て 、 出 来 事 は 現 実 化1され た か(時 間 的 に)不 可 能 か(時 間
的 に)可 能 か で あ る 〔∀ε∀'(!1E岡(ε)>Cη'[∫](ε)>CIP国(ε))〕。
T9.未 来 の 出 来 事 は(時 間 的 に)可 能 で あ う 〔∀ε∀'(F厩π78回(ε)⊃CP【'](ε))〕。
T10.過 去 で あ る と 同 時 に 現 在 で あ る よ う な 出 来 事 は 存 在 し な い 〔～ヨ8ヨ'
(Pα∫咽(ε)〈Nbw国(ε))〕。 ・
T11.出 来 事 は 実 在 す る か 実 在 しな い か で あ る 〔∀θ(rεα1(の〉 醜7εα1(8))〕。
T12.実在 しな い 出 来 事 が 存 在 しな い な ら、(時間 的)可 能 性 と未 来 は 一 致 す る 〔～ヨ8
醜 陀α'(ε)⊃∀ ε∀ ≠(CP国(ε)≡、.F蜘r8国(ε))〕。
T13.(時 間 的 に)可 能 な 出 来 事 は.後 に 、現 実 化 され るか(時 間 的 に)不 可 能 に
な るか で あ る ・〔∀ε∀'1(CP[∫1](ε)⊃ヨ'2('1<∫2〈臼珂'2}(8)VCIP【'2】(ε))))〕。
T14.・(時間 的 に)可 能 な 出 来 事 は 、 後 に 、 生 起 す る か 生 起 不 能 に な るか で あ る
〔∀ ε∀∫1(CP[∫1](ε)⊃ヨ'2('1く'2〈φεc・而 π9[∫2](ε)〉'β1P['2】(ε))))〕。
T15.あ る 時 点 に お け る ブ ロー ド流 の 実 在 領 域 は 、 そ の 時 点 ま で に 生 起 した 出 来 事
か ら構 成 され る 〔∀θ∀∫ユ(rεα1β.。。4['1](ε)≡ヨ'2(∫2≦'1〈わεCO〃伽g[∫2](ε)))〕。
T16.出 来 事 ε1とε2が時 間 的 に 両 立 不 可 能 で あ る と と も に ∫時 た81が生 起 す る な ら、
、6は'時 に 生 起 不 能 と な る 、〔∀ ε1∀ε2∀'((C∫C(ε1,ε2)〈わεco〃吻g[∫】(ε1))⊃
β1P国(82))〕。
T17。出 来 事 ε1と82が 時 間 的 に 両 立 不 可 能 で あ る な ら ば 、 ε1が実 在 す る か ε2が
実 在 す る か の ど ち らか で あ る 〔∀θ1∀ε2(CIC(εb82)⊃((rεαZ( 1)>rω1(ε2))〈
一吻1(ε、)〈7εα1(ε2))))〕。
T18.出 来 事 ε1とε2が時 間 的 に 両 立 不 可 能 で あ る と と も に'時 で ε1もε2も(時間 的
に)可 能 な ら、'時 で ε1が未 来 か62が 未 来 か の どち ら か で あ る・〔∀ θ1∀82∀'
((αC(θ、,ε2)〈1(ψ国(ε、)〈 Φ 国(ε2))⊃((F伽rε国(ε1)VF魏zε['】(ε、))〈
一伽 膨 国(ε1)〈F吻z姻(ε2))))〕。
この とき、生 起 の時間論 が示す特 徴 は、次 の よ うに表せ る。
任 意 の時点'に お いて、'時 点 での現 実化 され た 出来事 と(時 間的 に)不
可能 な 出来 事 と(時 間 的 に)可 能 な 出来 事 を合 わせ る と全 出来 事 とな る
(T8)。また、過 去の 出来事や 現 実化 され た出来 事や(時 間 的 に)不 可能'
な出来 事 は、時 の経過 とともに単調増 加す る(T3,Ax4)。これ に対 し、(時
間的 に)可 能 な 出来 事 は単調 に減 少す る(T6)。つ ま り、(時間 的 に)可
能 な出来 事 は、 時 の経過 と ともに、現 実化 され るか 不可 能 な もの になる
かの いず れ かの道 をた どる(T13)。
300
5.生 起の時間論が描 く世界
まず 、生 起 の時間論 がMcTaggart(1908)の時 間論 には現れ な い(時 間的)可 能
性 に関 わ る問題 を扱 えるこ とを明 らか に した い。
公理 系TB+は 、実在 しない 出来事 が存在 しな い 〔一ヨε露 εα1(θ)〕場合 も許 容 して
い る。 この場 合 、すべ ての 出来事 がB系 列 の要素 とな り、時間的可 能性 と未 来 は一
致 す る(T12)。そ して、 この場 合 に限 り、 「出来 事は過 去 か現在 か未来 か のいず れ
か で ある 〔∀・∀∫(P・・咽(・)>Now国(ε)>F幽7ε[駅の)〕」 が成立 す る。 つ ま り、
McTaggaltの時間論 は、 この 限定的 ケー ス の分 析 に相 当す る。 しか し、一般 的 に成
り立つ のは 、「出来事 は現実 化 され た か(時 間 的 に)不 可 能 にな ったか(時 間的 に)
可 能か であ る」(T8)。だか ら、生起 の時 間論 は 、McTaggartのケー ス を部 分 と して
含 む よ うな よ・り一般 的 な もので あ る。そ して、 もち ろん、この時 間論 がその独 自の
能 力 を発揮 す るのは ・実在 しない 出来事 が存 在す る 〔ヨε醜rεα1(ε)〕場合 で あ る・
この とき、生 起 の時間論 はMcTaggartが与 えた制約 を超 えて可 能性 の問題 に踏 み込
む こ とが で きる。
McTaggartは、ア ン女王 の死 の例 を用い てA系 列 を説 明 して い る。ア ン女王 の死
は、最 初未 来 に あるのだ が、それ が現在 に な り、そ して、過 去へ と過 ぎ去 って い く。
しか し、この よ うな語 りが自然 に思 われ るの は、どん な人 に も死 が必ず訪 れ るこ と
を私 た ちが知 ってい るか らで ある。 これ に対 し、チ ャー ル ズ皇太子 の即位 につい て
は、同 じよ うに語 るこ とは許 され ない。 とい うの も、チ ャール ズ皇 太子 はイ ギ リス
王 に な らな い可能性 もあ るか らであ る。む しろ、私 たちは次 の よ うに言 うべ きだ ろ
う。
「チ ャー ル ズ皇太子 が イギ リス王 に なる こ とは 、現 在 、(時間的 に)可 能
で あ る。 そ して、 チ ャール ズ 皇太 子 の即位 につ い ては 、現在 、 二つ の 可
能性 が あ る。 一つ は 、それ が 実際 に生 起 し、現在 とな り、過 去 へ と過 ぎ
去 って い く とい うこ とで あ る。 も う一 つ の 可能性 は、 それ が決 して生起
せず 、(時間的 に)不 可 能 な出来事 にな るケー スで ある。」
つ ま り、McTaggartのよ うな未 来 につ いて の語 り方が いつ で も許 され てい るわ け
で はない。一般 的 には、私た ちは 、期 待 され てい る出来事 が生起 しない場 合 も考慮
に入れ て語 らね ばな らない。
ここで、今 まで に用い られた用語 を、世界 の中の進展 中の歴 史の 中か らの記述 に結
びついた用語か 、それ とも歴 史の外側 の視 点か らの記述 に結 び付 け られ た用語か とい
う観 点か ら二つ のクラスに分 けす ることにす る。前者 のタイプの用語 を 「世界内存在
「的表現
」 と呼び、後者 のタイプの用語 を 「超越的表現」 と呼ぶ ことにす る7)(表4)。
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表4述 語と関数のクラス分け
世界内存在的表現
わεco〃伽9【`】(ε);β1P[∫](e);N・}咽(ε);Pα∫!['】(ε);オE回(θ);CIP['】(ε);
CP国(の;εαr1∫8r*[∫](e1,ε2);伽〃 伽 蜘5*【∫】(θ1,ε2);F脚r8[∫】(θ);
アεα'ρ,,、鵡 国(ε);ア印1β,。。4国¢).
超越的表現
rθαZ(ε);㍑πrθα1(の;εαr1∫εr(θ1,ε2);∫∫〃川Z如 ηfoμ∫(ε1,θ2);B(8);ClC(ε1,ε2);
加 ε(θ)=ご.
世界 内存在 者 に と り特 に重 要 な表 現 は、 「現 実化 され た 出来事 オE」 と 「(時間 的
に)可 能 な出来 事 ℃P」 で ある。 この こ とをはっ き りさせ るた めに 、全能 的記 録能
力 を持 つ世 界内 存在者A氏 が時点 ∫の世 界 の どこか に位 置 してい る と しよ う。す る
と、A氏 に わか って い るの は、∫時 にお いて 、何 がすで に生 起 し、何 が まだ(時 間
的 に)可 能 な のか とい うことで ある。 こ こで は、未 来 はA氏 に対 し完全 に 開かれ
てい る。A氏 が 知 ってい るの は、「この時点 で(時 間的 に)可 能 な 出来事 は 、後 に、
生起す るか 生起 不能 に な るか で ある(T14)」とい うこ とだけ で あ り、何が後 に実際
に生起す るかは(一 般 には)知 って いない。
また、生起 の時 間論TBの 立場 では、実在 と現 在 主義 的 実在 とブ ロー ド流 の実在
は両立す る。生 起 の時 間論TBの 立場か ら見 る と、現在 主義者 は現在 生起 してい る
出来事 だ けを 「存在 す る」 と言 い、ブ ロー ド流 の時 間論者 は現 在 まで に現在 化 した
出来事 だ けを 「存在 す る!と 言 って い る'(Broad,1923第2章)。つ ま り、現 在主 義
者 は、現 在 主義的 に実在 す る物 だ けを 「存 在す る」 と言 い 、ブ ロー ド主 義者 は プ ロ
ー ド流に 実在 す る ものだ け を 「存在 す る」 と言 う。 そ して 、 「現 在 主義 的実在 」 と
「ブ ロー ド流 の実在 」の意 味 を明 らか にで き るの は 、生起 の時 間論 の よ うな包括 的
な理 論 のはず で ある(Def15,Def16)。また 、 「ブ ロー ド流 の実 在領 域 は新 たな 出来
事 の生起 に よ り膨 張 してい く」とい うBroadの時 間論 の 中心的 特性 はT15か ら帰 結
す る。
生起 の 時間論 は 、非決 定論 的世 界像 を描 くこ とを可能 にす る。例 として 、Aチ ー
ム とBチ ー ム がサ ッカー の試合 を して い る場合 を考 え よ う。ヒ の とき、Aチ ー ムの
勝利 とBチ ー ムの勝利 は時 間的 に両立 不能 な もの と して 特徴付 け ると とが で き る
〔αC(Aチームの勝利,Bチー ムの勝利)〕。 とい うの も、 一っ の チー ムの勝利 の決定 が 同
時 に他 のチ ー ムの勝利 を生起 不能 にす るか らで あ る(T16)。しか し、両 チー ムが戦
って い る間は、 どち らが勝利 す るかは まだ定 ま ってい ない。 だか らこそ 、両 チー ム
の メンバー た ちは 、自分 の チ「 ムの勝利 の た ゆに全力 を尽 くして戦 うの であ る。そ
して 、これ らメンバー の力 で勝利 チ ー ムが定 ま る。試 合 中は、チー ムの勝利 は可能
態 で あ り、試合 が終 わっ た瞬間 ∫時 に片方 のチ ー ムの勝利(例 えばAチ ー ム)と 他
方の チー ムの敗 北が決 定す る 〔わεCO厩ηg[4(Aチームの勝利)〈 わεCO〃2∫η8国(Bチームの敗
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北)〈CIC(Bチームの敗北」3チー ムの勝利)〈 βIP['】(Bチームの勝利)〕。こ の こ と を一 般 的 に
次 の よ うに 表 現 す る こ とが で き る。
出来事 ε1とε2のどち らか が将来 起 こ るこ とはわか って い るのだが 、現 時点
'1では これ らの うち どち らが起 こ るかは わか っ ていな い(T18)。だか らこそ、
私 た ちは、現 時点 にお け る自 らの行 為 に よって この ε1と82のうちの片 方 を生
起 させ る よ う因果 的 に働 きか け よ うとす る。
こ こまで の考察 で明 らか に され た よ うに、生 起 の時間論 はBroadが表 現 したか っ
ヘ へ
た こ との 多 く を表 現 で き る。1しか し、Broadの時 間論 と生 起 の時 間論 は 、 存在
(existence)につ い て異 なる見解 を取 っ てい る。Broadにと り、存在 す る出 来事 は、
現実化 した 出来事 だ けで ある。 これ に対 し、 生起 の 時間論 で は、 「存 在 」 とい う概
念 はは るか に寛 容 に用い られ てい る。っ ま り、す べ ての(時 間的 に)可 能 な 出来事
は存在 す る とされ る。 そ して、 「存在 」 よ りも特殊 な概 念 と して 「実在 」 や 時点 に
相 対化 され た 「現在主 義的 実在」や 「ブ ロー ド流 の実在 」とい う概 念 が導入 され る。
生 起 の時 間論 は、世界 に生 起す る出来 事 を世界 内存在 的視 点 と超 越 的視 点 の両方 か
ら描写 す る。 これ に対 し、Broadの記 述 は、世 界 内存在 的視点 の一 部 の もの に限 ら
れ て い る。
こ こで 、 「生 起'(beco〃ling)」の概 念 につ いて も う少 し分析 してみ よ う。Broadの
見解 で は、生起 とは、存在 が発 生す る過程 であ る。 これ に対 し、私 は、 あ る出来事
の生起 はその 出来事 の実在 が決 定す る こ とと捉 え る。 また 、Bloadは、存在 しない
ものに関 し指示 す る こ とも可能 だ とす る。 この方 法 に よ り、Broadは予 測 な どの未
来へ の語 りの正 当性 を回復 しよ うとす る。 これ に対 し、生 起 の時 間論 の内部 で は、
指示 は存在 す る対 象 だけに 関 して成 り立つ 。
私 に と り、 自然 科学 の法則 や宇 宙 の構 造 は、過 去 と未来 とい う区別 に依存 せず 、
時間経 過 と独 立で一 定 な もので ある。っ ま り、私 は、 自然法則 の 時制 か らの独 立性
を認 めて い る。言 い換 えれ ば、あ る出来事 が過 去 に属そ うと未 来 に属そ うと、適 用
され る 自然 法則 は 同 じもの と考 える。だか らこそ私 た ちは、過 去 の経験 を基盤 に し
て未 来 の 事象 の予 測 を行 い、 自らの行為 を計 画 す る ことがで き る。 しか し、Broad
の よ うに 、未 来 は存 在 しない と考 え るな ら、自然科 学の仮 説 を未 来 の事象 に適 用 す
る こ とは どの よ うに正 当化 され るのだ ろ うか?私 た ち は、自然科 学 の法則 を用 い
る とき、未来 と過 去 との あ る種 の同質性 を受 け入 れ な けれ ば な らない と思わ れ る8)。
少 な くとも、 この 自然 科学 の仮説 の未 来へ の適 用 の問題 は、Bload主義者 た ち に と
り困難 な課題 を提供 して い る。
本 稿 で提 案 した(時 間的 に)可 能 な出来 事 を考 慮す る時 間論 の形式 化 は、時 間論
に、 よ り開かれ た論 理的 基盤 を与 え る もので あ る。 そ して 、 この生起 の時 間論 は 、
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私 が 中山(2003a,2003b,2004)などで提案 したMctaggartの時間論 の形式 的記 述 き
帰結 す る よ うな一般 的 な もので あ る。 また、本 稿 の試 み は、.「生起 」 とい う根 本 的
時 間概念 を論 理的 に厳密 に描 く試 み で もあった。
注
1)本稿 の も ととな る原稿 は 、2006年6月の科 学基礎 論学 会 大会 にお い て発 表 され
た。 、
2)時間的 可能性 の理 論 の構 想 は、2005年の ヴィ トゲ ンシ ュタイ ン ・シ ンポ ジ ウム
でJohnPerryの招待 講 演 「未 来 は実在 しない(TheFutuleisUnrea1)」を聴 いた と
きに生 まれ た(Perry,2005)。この講.演は 、時間 的可能性 に関す る もので あ った
が 、私 は 、そ こに形式 化 で き る くらいの考 察 の明 晰 さを感 じた。 これ が、 本研
究 の出発 点 となっ た。 そ して 、第3節 で紹介 され る生 起 の時 間論 は 、時 間 的可
能性 の理論 を整 理す る過 程 で生 まれ た。 この よ うに考 察 を進 めた結果 、 「未 来 の
出来 事 は実在 す るが、そ の実在 性 が現時 点 では決 定 してい ない 」とい うPerryの
考察 か ら離反 す る結論 に最終 的 に私 は達 す るこ とにな った。
3)本稿 で は、 「X(ちε)」とい う表記 の代 わ りに 「X国(ε)」とい う表記 を用 い る。 これ
は 、時 間 の変項 と出来 事 の変項 の 区別 をわか りやす くす るた めの 表 面的 処理 で
あ り、意 味論 に関 しては何 の変 更 ももた ら さない。
4)本稿 で は、定理 の証 明はす べて 、付録 に ま とめ る こ ととす る。
5)時間 的可 能性 の理 論 で は、 時間 的 に可能 な 出来事 は順 序 付 け られて い ない 。 そ
れ らは、壷 に入 れ られ た 玉が 取 り出 され るこ とを待 って い るの に似 て い る。順
序づ け られ るのは、現 実化 され た出来事 で あ る。
6)未来 の 出来 事 を、 後 に 生起 す る 出来 事 と して定 義 す る こ と もで き る 〔∀ε∀∫1
(F厩麗7ε囲(ε)≡ ヨ'2(∫、<∫2〈わεC・履η9['21(θ)))〕。
7)世界内 存在 的視 点 は「perspectivalview」とGEvansらが 呼ぶ視 点 に対応 し(Evans,
1982)、超越 的視 点 は 「theviewfromnowhere」とT.Nage1らが 呼ぶ視 点 に対応 し
て い る(Nagel,1989)。世界 内存在 的表 現 の特徴 は ギ視 点 の時 間的 コンテ クス ト
を表す'の 特定 に関す る項 を必要 とす る ところ にあ る。
8)私の考 えで は、 自然 科学 の法則 は、(時間 的 に)可 能 な出 来事 も含 めた 全 出来事
に適 用 すべ き もの で あ る。 そ うす る こ とに よ り、反 事 実 的条件 文 の意 味 を表 す
こ とが可能 とな るだ ろ う。
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付 録
定 理1公 理 系CPは 無 矛 盾 で あ る。
証 明 公 理 系CPの モ デ ル を 構 成 す る こ とに よ りCPの 無 矛 盾 性 を証 明 す る。 こ の
モ デ ル は 、 図1で 図 示 され た もの で あ る。 ∫を解 釈 関 数 とす る とき 、 構 造<<T,E>1>
を 次 の よ うに 定 義 す る。
T=={1,2,3,4}.E:ニ{α,わ,c,4;ε孟g九り,た}、
1(2》ow):={(1,α),(2,4),(2,θ),(3,乃),(4」)}.
∫(αP):={(1,わ),(1,c),(2,わ),(2,c),(2」),(3,わ),(3,c),(3ノ),(3,g),(4,わ),(4,c),(4の,(4,g),
(4,り,(4,丸)}.
1(Pα5り:={(2,ごz),(3,α),(3,躍),(3,ε),(4,α),(4,4),(4,ε),(4,乃)}.
1(,4E):=∬(1>bw)U1(Pα∫∫).
1(CP):ニ{(1,4),(1,ε),(1ノ),(1,g),(1,乃),(1,り,(1」),(1,た),(2,g),(2,乃),(2,り,(2」),(2,κ),
(3,∫),(3の,(3,た)}.
こ の構 造 がCPの 公 理 と定 義 を 充 た して い る こ と は 容 易 に 確 か め る こ と が で き る。
よ っ て 、 こ の 構 造 がCPの モ デ ル とな る た め 、CPは 無 矛 盾 で あ る。(証 明 終)
定 理2公 理 系TBは 無 矛 盾 で あ る 。
証 明 公 理 系TBの モ デ ル を 構 成 す る こ と に よ りTBの 無 矛 盾 性 を 証 明 す る 。 こ の
モ デ ル は 、 図2で 図 示 さ れ 、 表3で 表 現 さ れ た も の で あ る 。 ∫ を 解 釈 関 数 と す る と
き 、 構 造<<T,E>ノ〉を 次 の よ う に 定 義 す る 。
T:={1,2,3,4}.E:={α,わ,c,4,ε弟g,乃,り,1ヒ}
1(わεco〃3∫ηg):=1(ハた)w):={(1,α),(2,4),(2,ε),(3,乃),(4」)}.
1(、B刀P):={(1,わ),(1,c),(2の,(3,g),(4,の,(4,ん)}.
ノ(CIP):={(1,b),(1,c),(2,わ),(2,c),(2ノ),(3,わ),(3,c),(3ノ),(3,8),(4,δ),(4,c),(4ノ),(4,g),.
(4,」),(4,た)}.
1「(Pα∫∫):={(2,α),(3,α),(3,4),(3,ε),(4,α),(4,4),(4,ε),(4,乃)}。
1(∠E):=1(1》ow)U∫(Pα5∫).
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」「(CP):={(1,4),(1,ε),(1ノ),(1,g),(1,乃),(1,∫),(1」),(1み),(2,8),(2,乃),(2,り,(2」),(2,丸),
(3,り,(3の,(3,滝)}.
1(∫珈8)ω=yと す る と、κ=θ,わ,cのと きy=1、 κ=4,θ,ノの と き ア=2、 κ=据8
の と きy=.3、κ=五 らたの と きy=4と お く。
1(7εα1):={α,4,ε,尾ノ}.
ノ(研rεα1):={わ,c,カ9,∫,κ}.
この 構 造 がTBの 公 理 と 定 義 を 充 た して い る こ と は容 易 に確 か め る こ とが で き るみ
よ っ て 、 こ の 構 造 がTBの モ デ ル とな るた め 、TBは 無 矛 盾 で あ る。(証 明 終)
定 理3公 理 系CPは 公 理 系TBか ら帰 結 す る。
証 明Ax*1とAx1は 同 じ もの で あ る。Ax*2はAx2とDef1か ら帰 結 す る。Def*1
はDef1とDef2か ら帰 結 す る。Def*2はDef1とDef2とDef3か ら帰 結 す る。Ax*3
はAx2,Ax3,Def3,Def4から帰 結 す る。Ax*4はAx1とDef4か ら帰 結 す る。Ax*5
はAx2,Def3,Def4から帰 結 す る。Def*3はDef3,Def4,Def5から帰 結 す る 。(証明 終)
定理4公 理系TB+は 無矛盾 で あ る。
証 明 定理2よ り公 理系TBは 無矛 盾 であ る。 また 、公理 系TB+は公 理 系TBに 明
示 的諸 定理 を加 えて構 成 され た もので あ る。だ か ら、公 理系TB+は 公理 系TBの 保
存 的拡 張で あ るため、無矛 盾 で ある。(証 明終)
T1.∀ ε∀ ∫(Pα5'国(θ)⊃.4E【4(ε)).
証 明Def2とDef3よ り直 ち に 帰 結 す る。(証 明 終)
T2.∀8∀ ∫(ハbw[∫】(ε)⊃ノ1E国(ε)).
証 明Def1とDef3よ り直 ち に 帰 結 す る。(証 明 終)
T3.∀ ε∀ ∫1∀'2((Pα∫堆1】(のく'1<∫2)⊃Pα5'レ2](ε).
証 明Pα5'[司(ε)と'1く'2が成 り立つ とす る。す る と、Def2より わεco〃吻g[∫3](8)〈'3<'1
を 充 た す 時 点 ∫3が存 在 す る。 ま た くの推 移 性 か ら ∫3<'2が成 り立つ 。 よ っ そ 、Def2
よ りPα5∫[司(のが 成 り立 つ 。(証 明 終)
T4.∀ ε∀ ∫1∀∫2(¢珂 ∫1](ε)〈'1<'2)⊃ノ4E['2璽(ε)).
証 明Def3を 用 い て 、T3の 証 明 と同 様 の仕 方 で 証 明 で き る。(証 明 終)
T5.∀ ε1∀ε2(eα〃'εr(ε、,ε2)ヨ ヨ'εα7'詑r*['](ε1,ε2)).
証 明Def9とDef10よ り 直 ち に 帰 結 す る 。(証 明 終)
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T6。 ∀ε∀'f∀'2((CP囲(θ)〈∫2<'1)⊃CP固(8)).
証 明Def5よ り直 ち に帰 結 す る。(証 明 終)
T7。 ∀ ε∀'(Pα∫∫【4(e)⊃～C1)国(ε))〈∀ε∀∫〈」Mow[d(θ)⊃～C1)国(θ)).
証 明,Pα∫∫[∫](ε)を仮 定 す る とDef2よ り 加co厩πg[∫、](のく ∫1<'を充 た す 時 点 が 存 在
す る こ と に な り、Def5から～CP(ち8)が帰 結 す る。後 ろ 半 分 も同 様 に 証 明 で き る 。(証
明 終)
T8.∀8∀'(∠E【∫](ε)VCZP国(8)>CP国(ε)).
証 明Ax2,Def3,Def4,Def5から 直 ち に 帰 結 す る 。(証 明 終)
T9兜 ∀8∀'(F礁r8[∫】(θ)⊃CP団(ε)).
証 盟F卿rε[4(ε)を 仮 定 す る 。す る と 、Def14より7ε4(8),一Pα∫∫国(¢),～Now[∫】1ε)が
成 り立 つ。す る と 、Def1,Deξ2,Def3かう畷E(ちε)が 帰 結 す る。ま た 、rεσ1(の,Ax3,Def4,
Def7より、～CIP[∫](ε)が成 り立 つ 。 よ っ て 、T8よ りCP【4(ε)が成 り立 つ 。(証 明 終)
T10・一ヨ・ヨ∫(P・∫['](・)〈珂・w【'](r))・
証 明Pα ∫∫[∫】(ε)〈.Now【∫}(ε)を充 たす εと'が 存 在 す る と仮 定 す る。す る .と、Def1,Def2
よ りNow('*,ε)で∫*<∫とな る'*が 存 在 す る。 しか し、 これ は .Ax2に矛 盾 す る。(証
明 終)
T11.∀ε(rεα1(ε)V配π7θα1(ε)).
証 明Def8よ り直 ち に 帰 結 す る。(証 明 終)
T12・一ヨ・・・…1(・)⊃∀・∀'(CP['】(・)≡F伽・ρ[∫](・))・
証 明 ～ヨε麗ηrω1(ε)を仮 定 す る。 す る と、T11よ りr8α'(ε)が成 り立 つ 。 よ っ て 、
Def14,T7,T9から、 ∀'∀ ε(CP['】(ε)≡F蜘r8[∫](ε))が帰 結 す る。(証 明 終)
T13.∀ ε∀,1(Cp【∫1】(ε)⊃ヨ,2(∫1く∫2〈(!iE[,2](8)>CZp[∫2】(ε)))).
証 明Ax2,Def3,Def4.Def5よ り 直 ち に 帰 結 す る 。(証 明 終)
T14.∀8∀'1(α'囲(8)⊃ヨ,2(,1<,2〈(わ8co〃2,〃8[,21(8)〉、8∬p[,2】(8)))).
証 明Ax2,Def5よ り直 ち に 帰 結 す る 。(証 明 終)
T15.∀ ε∀,1(rεα1βroρ4[∫1](ε)≡ヨ,2(∫2≦∫1〈 わεco配`πg[∫2】(ε))).
、証 明Def3,Def16よ り 直 ち に 帰 結 す る 。(証 明 終)
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T16.∀・1∀・、∀'((C/C(6,ε2)〈わ・c・厩 〃8国(・、))bβ卿](・、)).
証 明De撃,Def17よ り直 ち に 帰 結 す る 。(証 明 終)
T・7・ ∀ ・・∀ ・・(CIC(ε1,ε2)⊃(伽1(・・)V・ω1(・・!)〈一(剛 ・1)〈 …11・・))))・
.証明Def8,Def17より直 ちに帰結 す る。(証 明終)
T18.∀θ1∀ε2∀∫(((YC(81,θ2)〈(ン['】(ε1)〈qρ国(ε2))⊃
((F脚7ε[4(ε、)VF珈78国(ε2))〈一(F吻rθ[∫](e、)〈F吻・ε国(ε2)))).
証 盟Def14,T8,T14,T17より直 ち に 帰 結 す る。(証 明 終)
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3¢8
AnAnOly$iSofChronOlogicalPossibi盈ity
YasuoNAKAYAMA
whe血McTaggartdevelopedhistheoryoftime,heintroducedth6.dis inctioゆetweenオ.
seriesandβseries,Both/望andBs6riescontainonlyactualeventsastheircomponents.In
thispaper,Iproposea.盃odeloftimethatcontainsηo≠一ρσ醐1∫zε4.εv6班∫.Inthismodel,the
・et・f吻 ・∬ め1・・吻 ・incπeaS・・whil・伽 ・passe・・
Inthispaper,Iproposetwoaxio甲systemsoftime;theβκ∫o栩3y∫'ωπ ノbrc〃70π0108'ρ4
po∬ め ∫雄y(CP)andtheακ∫o溺⑤y∫'ε栩 」醍πbεco配 ∫πg(TB).CPcontainsthefollowingfour
fundamentalaxioms:
Ax*2:
Ax*3:
Ax*4:
Ax*5:
FgreYeryevent,ifitbecomesplesent,thenitbecomespresentpreciselyatone
tlmepomt.
Everyactualeventisnotchlonologicallyimpossible,i.e.thereisnoeventthat
isbothactualandchrOnologicallyimpossible.
Everychlonologicallyimpossibleeventlemainschronologicallyimpossible,
astlmepasses.
Foreveryevent,itbecomesactu孕1izedatsometimeoritbecomes
chronologicallyimpossibleatsometime.
TBissimp16rthanCPand'Oontainsonlytwo食ユndamentalaxioms:
Ax2:Foleveryevent,thereexistsexactlyonetimepointatwhich茸becomesactual
oゆecomesimpossible・
Ax3:Foreveryevent,thereexistsnotimepointatwhichitbecome吊actualand
becomesimpossible.
Itcanbe
.『hownthatTBisatleastasstrollgasCLnamely,CPcanbeprovedfromTB.
Furthermo士e,threemeaninggofア8α雄ycanbedistinguishedwithinTB:
(1)Anevehtisrεα1/brε'ε7ηα1∫'∫ifandonlyifitoccurssometime(Def.7).
(2)AneY6ntis声8α1/b7prε5ε鷹'錺at∫ifandonlyifitoccursat'(Def.15)。
(3)Aneventisrεα11b7α47π〃εr∫(ザC.1)_870α4at'ifandonlyifitisanactualized
eventatど(Def.16).
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WithipTB,槻rεα1eventscanbedefinedasnotrεα1events(Def.8).Hence,itholdsthat
aneventiS㍑πr8α」1～)7θ∫εrπα1∫'∫.ifandonly.ifitneveloccurs.
Astheabovesketchshows,TBisquiteaρo即prehensiveffameworkthatcanbeusedin
ordertoclarifycertaihmetaphysicaldiscussion60ftime.,
